
男女共同参画情報コーナー
わたしたちの望む社会へ

　

近
年
、
女
性
の
貧
困
問
題
が
男
女
共
同
参

画
の
視
点
か
ら
も
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
例
と
し
て
、
若
者
の
引
き
こ
も
り
が
長

期
化
し
、
そ
の
親
が
高
齢
と
な
り
収
入
や
介

護
の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
で
、
親
子
が
社

会
か
ら
孤
立
す
る「
８
０
５
０
問
題（
＊
）」が

あ
り
ま
す
。

＊�

一
般
的
に
80
代
の
親
と
50
代
の
子
の
親
子

関
係
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば

れ
る
。

　

今
年
の
３
月
、
内
閣
府
が
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
を
対
象
に
行
っ
た「
生
活
状
況
に

関
す
る
調
査
」の
中
で
、
引
き
こ
も
り
が
全

国
に
約
61
万
人
い
て
、
そ
の
中
の
約
８
割
が

男
性
、
約
２
割
が
女
性
と
い
う
結
果
を
公
表

し
ま
し
た
。

　

女
性
の
貧
困
問
題
は
、
社
会
の
表
面
上
に

表
れ
に
く
く
、
長
期
に
わ
た
り
そ
の
存
在
は

不
可
視
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
で
は
、
一
人
一

人
の
人
権
と
し
て「
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
、

見
え
な
い
も
の
」が
あ
る
の
で
は
と
考
え
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
市
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
委

員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
政
策
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る「
た
も

つ
ゆ
か
り
氏
」に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　

�

８
０
５
０
問
題
や
引
き
こ
も
り
の
問
題

に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か

　

８
０
５
０
問
題
は
、
福
祉
の
現
場
か
ら
問

題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
問

題
を
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点「
一
人
一
人

の
人
権
」と
し
て
考
え
る
と「
高
齢
者
の
女
性

の
貧
困
」と
い
う
問
題
に
つ
な
が
っ
て
く
る

場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

�「
女
性
の
貧
困
問
題
」と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
中
高
年
の
方
々
が
若
い
頃
は
、
女

性
は
家
庭
に
入
り
家
事
や
子
育
て
を
行
う
こ

と
が
当
た
り
前
と
い
っ
た
考
え
が
あ
り
、
ま

た
、
就
職
氷
河
期
で
、
特
に
女
性
が
正
規
雇

用
と
し
て
就
職
で
き
な
い
時
代
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、「
非
正
規
雇
用
」が
常
態
化
し

て
い
る
女
性
が
多
く
、
親
と
同
居
で
経
済
的

支
援
を
受
け
て
い
た
り
、
無
職
で「
家
事
手

伝
い
」と
し
て
生
活
を
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
親
の
支
援
を
受
け
て
い
れ
ば
、
基

本
的
な
生
活
は
で
き
ま
す
が
、
親
が
高
齢
に

な
る
こ
と
で
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
り
、
親

が
亡
く
な
り
年
金
収
入
が
途
絶
え
貧
困
状
態

に
直
面
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
見
え
な
い

「
女
性
の
貧
困
問
題
」で
す
。

　

家
事
手
伝
い
と
し
て
、
家
に
居
る
女
性
を

ひ
と
く
く
り
に
す
る
こ
と
で
、
問
題
視
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
な
い
か
。
引
き
こ
も
り
の

女
性
の
割
合
は
男
性
に
比
べ
少
数
で
は
あ
る

が
数
字
に
は
見
え
な
い
課
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
生
活
を
さ
れ
て
い

る
方
に
、
ど
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
私
た
ち

は
向
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
皆
さ

ん
も
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
が

溢
れ
る
社
会
で
生
き
て
い
ま
す
。
無
数
の
情
報
が
あ
る
中
で

情
報
を
う
の
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
正
し
く
活
用
す
る
た

め
、
情
報
を
主
体
的
に
読
み
解
く
能
力
や
、
読
み
解
い
た

情
報
を
自
分
自
身
の
表
現
で
発
信
す
る
能
力
の
こ
と
を「
メ

デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」と
い
い
ま
す
。
情
報
メ
デ
ィ
ア
に

関
し
て
日
常
で
あ
り
が
ち
な
事
例
を
次
の
マ
ン
ガ
に
示
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
ど
の
よ
う
な
情
報
の
見
方
、
考
え

方
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
考
え
る

見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

　
見
え
な
い
も
の

～
女
性
の
貧
困
問
題
か
ら
考
え
る
～

▲たもつ
　ゆかり氏

おんぶはこりごり
作・絵：アンソニーブラウン

訳：藤本　朝巳

と
ら
い
あ
ん
ぐ
る

お
す
す
め
絵
本

～一人一人が幸せを実感できるまちへ～
編集／「とらいあんぐる」編集員
問合先／本庁 ひとみらい政策課
　　　　ひとみらい政策グループ（内線 4741）

　
マ
マ
は
毎
日
、
パ
パ
や
子
ど
も
た
ち
の

世
話
で
大
忙
し
。
う
ん
ざ
り
し
て
、
と
う

と
う
家
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
残
さ
れ
た

家
族
は
・
・
・
。

　

家
族
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
一
冊
で
す
。

　

パ
パ
と
息
子
た
ち
は
、
会
社
や
学
校
へ

行
く
前
に「
あ
さ
ご
は
ん
は
ま
だ
か
い
」「
あ

さ
ご
は
ん
ま
だ
ー
」

　

マ
マ
は
、
み
ん
な
の
お
世
話
ば
か
り
し

て
、
仕
事
に
行
っ
て
、
帰
っ
て
き
て
も
お

世
話
ば
か
り
。「
ご
は
ん
ま
だ
ー
」

　

あ
る
日
パ
パ
が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る

と
「
も
う
ブ
タ
の
世
話
は
こ
り
ご
り
」
と

マ
マ
か
ら
置
手
紙
が
。

　

３
人
で
家
に
あ
る
だ
け
の
食
べ
物
を
食

べ
ま
す
が
、
食
器
洗
い
も
洗
濯
も
し
な
い

の
で
、
だ
ん
だ
ん
家
の
中
が
・
・
・

　

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

　テレビやＣＭを見ていて「男性はこうあるべき、
女性はこうあるべき」「家族や若者、高齢者はこう
あるべき」などの固定的なイメージが描かれるシー
ンがあり、違和感を覚えたという経験はありません
か。その気付きは、多様な人々の在り方を尊重する

男女共同参画社会を築くための一人一人の大切な一
歩。みんなで話し合ったり、実際に調べてみたりし
て、メディアからの情報を主体的に読み解く力、情
報を正しく発信できる力を育み、豊かな社会をつ
くっていきましょう！

（参考）内閣府「H30 年度 生活状況に関する調査」（対象：40 〜 64 歳）引きこもり者に関するデータ

年代別
割合40代  38.3％

60代  25.5％

50代  36.2％

性別割合50代以上が
合計61.7％

女性  23.4％

男性  76.6％

美しさの基準って何？ 女性に人気の○○ドリンク
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不
法
投
棄
と
は
、
廃
棄
物（
家
庭
ご
み
、
家

電
製
品
、
家
具
、
解
体
廃
材
、
た
ば
こ
の
吸

い
殻
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）を
決

め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
適
正
に
処
理
せ

ず
、
処
分
場
以
外
の
山
林
、
原
野
、
空
き
地

な
ど
に
捨
て
た
り
埋
め
た
り
す
る
行
為
で
す
。

不
法
投
棄
は
、
周
囲
の
景
観
を
損
な
う
だ
け

で
な
く
、
重
金
属
な
ど
の
有
害
物
質
に
よ
る

土
壌
や
地
下
水
の
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
た

め
環
境
衛
生
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

  

①
不
法
投
棄
を
し
な
い

　

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
決

し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
違
反
し
た
者

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万

円（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
）以
下
の
罰
金
ま

た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

  

②
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い

　

不
法
投
棄
者
が
分
か
ら
な
い
場
合
、
基
本

的
に
そ
の
土
地
の
管
理
者（
土
地
所
有
者
や
使

用
者
）が
ご
み
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

草
木
が
生
い
茂
っ
た
り
管
理
が
不
十
分
な

場
所
で
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
草
刈

り
な
ど
土
地
の
適
切
な
管
理
を
行
い
、
不
法

投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
ご
み
が
投
棄
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態

が
続
く
と
、
そ
の
後
も
不
法
投
棄
が
繰
り
返

さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ご
み
の
山
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
に
次
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

民
有
地
不
法
投
棄
復
旧
・
防
止
補
助

　

土
地
の
管
理
者
が
、
不
法
投
棄
現
場
の
ご

み
撤
去
・
復
旧
、
不
法
投
棄
防
止
対
策
を
実

施
す
る
場
合
の
対
象
経
費
の
80
％
を
補
助
し

ま
す
。（
一
カ
所
に
つ
き
上
限
５
万
円
）

民
有
地
不
法
投
棄
家
電
製
品
処
理
活

動
補
助

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
４
品
目（
①
エ
ア
コ
ン
、

②
テ
レ
ビ
、
③
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
④
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
）を
撤
去
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
依

頼
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。（
危
険
防
止
な

ど
の
た
め
撤
去
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
み
）

問
合
先
／
市
衛
生
自
治
団
体
連
合
会
事
務
局

（
本
庁
環
境
課
内
）

☎（
29
）５
５
５
１

  

③
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら　
　

　

  

す
ぐ
通
報

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
環
境
課
ま
た
は

薩
摩
川
内
警
察
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
発

見
日
時
、
場
所
、
投
棄
物
の
内
容
な
ど
を
確

認
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
不
法
投
棄
未
然
防
止
の
た
め
、
環

境
美
化
推
進
員
に
よ
る
巡
視
活
動
、
警
告
看

板
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
重
要

な
の
は
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
で

す
。
不
法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
こ
と

を
心
掛
け
て
、
私
た
ち
の
大
切
な
地
域
環
境

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

��

問
合
先
／
本
庁
環
境
課
廃
棄
物
対
策
グ
ル

  

ー
プ （
内
線
２
７
３
２
・
２
７
３
３
）

不
法
投
棄
し
な
い

さ
せ
な
い

見
つ
け
た
ら
す
ぐ
通
報

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

▲環境美化推進員による巡視活動
◀不法投棄警告看板

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

西
郷
さ
ん
マ
ー
ク

  

市
民
税

　

市
民
税
は
、
前
年
中（
１
月
１
日
〜
12
月

31
日
）に
一
定
の
所
得
の
あ
っ
た
個
人
に
対

し
て
、
原
則
１
月
１
日
の
住
所
地
で
県
民
税

と
合
わ
せ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

年
の
途
中
で
退
職
さ
れ
た
場
合
で
も
、
退
職

時
ま
で
の
所
得
に
対
し
、
翌
年
度
に
課
税
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
提
出
さ
れ
た
申
告
書
や
給
与
支
払

報
告
書
な
ど
に
よ
り
、
市
民
税
や
国
民
健
康

保
険（
以
下「
国
保
」）税
を
計
算
し
ま
す
。

  

固
定
資
産
税

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で

所
有
し
て
い
る
土
地
、
家
屋
お
よ
び
償
却
資

産
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
土
地
、
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産

そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標
準
額
の
合
計
が
、
次
の

金
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
固
定
資
産
税

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

土　
　

地　

30
万
円

　

家　
　

屋　

20
万
円

　

償
却
資
産　

１
５
０
万
円

●
各
種
届
出
の
お
願
い

��

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
ま
た

は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

と
き（
家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
）

②�

未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き

（
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
書
）　

③
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
と
き

④�

所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き（
相
続
人
代
表

者
届
出
書
）

⑤�

共
有
代
表
者
を
変
更
す
る
と
き（
共
有
代

表
者
変
更
申
告
書
）

⑥�

納
税
管
理
人
を
変
更
す
る
と
き（
納
税
管

理
人
申
告
書
・
承
認
申
請
書
）

●
償
却
資
産
申
告
の
お
知
ら
せ

　

事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
保
有
す

る
償
却
資
産（
遊
休
・
未
稼
働
を
含
む
）を
１

月
31
日
ま
で
に
申
告
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

  

軽
自
動
車
税

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
軽

自
動
車
・
小
型
二
輪
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

● 

早
め
の
名
義
変
更
・
廃
車
の
手
続
き
を

　

軽
自
動
車
な
ど
を
他
人
に
譲
っ
た
り
、
使

用
し
な
く
な
っ
た
り
、
買
い
替
え
を
し
た
場

合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し

な
い
ま
ま
で
い
る
と
、
毎
年
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
廃
車
な
ど
の
手
続
き
先

▼�

１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
お
よ

び
小
型
特
殊
自
動
車
＝
本
庁
税
務
課
、
各

支
所

▼�

軽
自
動
車
＝
県
軽
自
動
車
協
会　
　
　
　

☎
０
９
９（
２
６
１
）４
０
１
１

▼�

１
２
５
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
＝
鹿
児
島
運

輸
支
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
９

  

国
保
税

　

国
保
税
は
、
世
帯
主
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
世
帯
主
が
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者

で
あ
っ
て
も
世
帯
内
に
国
保
加
入
者
が
い
る

場
合
は
、
世
帯
主
に
対
し
課
税
さ
れ
ま
す
。

（
税
額
は
加
入
者
分
で
計
算
）

　

就
職
・
退
職
や
転
入
・
転
出
な
ど
で
国
保

へ
の
加
入
や
脱
退
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
14
日
以
内
に
本
庁
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ

る
と
、
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

  
使
用
済
核
燃
料
税

　

発
電
用
原
子
炉
の
設
置
者
に
対
し
て
課
さ

れ
る
税
で
、
防
災
対
策
な
ど
広
く
市
民
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

大
切
な
納
税

　

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
は
、
健
康
で

安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
道
路
・
上

下
水
道
・
公
園
の
整
備
、
教
育
や
福
祉
の
充

実
、
消
防
対
策
な
ど
の
重
要
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
貴
重
な
税
金
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
納
期
限
内
の
納
税
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊�

市
県
民
税（
普
通
徴
収
）・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
保
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

＊�

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
手
続
き
の
際
は
、
納
付
書
・
預

金
通
帳
・
通
帳
の
届
け
出
印
を
金
融
機
関

の
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／

▼ 

市
民
税
・
国
保
税
＝
本
庁
税
務
課
市
民
税

グ
ル
ー
プ（
内
線
２
２
３
１
～
２
２
３
３
）

▼
固
定
資
産
税
＝
本
庁
税
務
課

　

土
地
グ
ル
ー
プ（
内
線
２
２
４
１
～
２
２

　

４
３
）

　

家
屋
グ
ル
ー
プ（
内
線
２
２
５
１
～
２
２

　

５
３
）

▼ 

軽
自
動
車
税
＝
本
庁
税
務
課
税
制
グ
ル
ー

プ（
内
線
２
２
２
１
・
２
２
２
２
）

▼
税
の
収
納
関
係
＝
本
庁
収
納
課（
内
線
２

 　

４
２
１
・
２
４
５
１
）

▼
甑
島
支
所
管
内
に
お
け
る
税
＝
各
支
所

　
11
月
11
日（
月
）か
ら
17
日（
日
）ま
で
は
、「
税
を
考
え
る
週

間
」で
す
。

　
税
金
に
は
、
国
税・県
税・市
税
が
あ
り
、
多
く
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
市
税
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る

税
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

　10 月７日（月）、株式会社ローソン南九州などが岩
切市長を表敬訪問し、カフェブランド「マチカフェ」
とコラボした甑島のＰＲ活動について報告されまし
た。自治体とのコラボは全国初の取り組みで、アイ
スカップ M サイズ 10 万個に甑島や西郷つんのイラ
ストがプリントされています。

ローソンとコラボ！甑島を PR　

小城製粉が地域食品産業貢献賞を受賞

悲惨な交通事故をなくすために

　10 月８日（火）、小城製粉の小
こ

城
じょう

年
とし

久
ひさ

会長らが岩
切市長を表敬訪問し、地域食品産業貢献賞（日本食
糧新聞社主催）受賞を報告しました。かるかん専用
の米粉供給、小麦アレルギーの原因となるグルテン
を含まない米粉のみのパン開発が米消費拡大に貢献
したことが高く評価されたものです。

　９月 21 日（土）から 30 日（月）まで、秋の全国交
通安全運動が実施され、関係団体・事業所の協力に
より、市内各地で街頭立哨やドライバーへの交通安
全グッズ配布、
交通事故防止
の呼び掛けな
どを行いまし
た。 悲 惨 な 交
通事故をなく
す た め に、 安
全運転に心掛
けましょう。

まちの話題Zoom�up�Satsumasendai

輝かしい功績をたたえて
第５回市民表彰式

【
地
方
自
治
部
門
】

【
教
育
文
化
部
門
】

【
社
会
福
祉
部
門
】

【
産
業
経
済
部
門
】

𫝆
いま

別
べっ

府
ぷ

哲
てつ

矢
や

氏
（百次町）

百
もも

木
き

野
の

一
かずなり

成氏
（樋脇町）

東
ひがし

洋
よう

子
こ

氏
（尾白江町）

山
やまもとひろよし

元浩義氏
（五代町）

𫝆
いま

村
むら

松
まつ

男
お

氏
（祁答院町）

藥
やく

師
し

寺
じ

正
まさ

司
し

氏
（湯島町）

　10 月21 日（月）、市役所本庁で第５回市民表彰
式があり、６人の方々に岩切市長から表彰状と表
彰記章が授与されました。この表彰は各部門にお
いて、市勢発展のために献身的にご尽力された輝
かしい功績をたたえ、贈られるものです。

子どもの安全意識の向上に役立てます
　10 月３日（木）、株式会社ゼンリンから各校区
の安全、水害、不審者などの危険箇所が示された

「キッズセーフティマップ薩摩川内市版」（64 ペー
ジ）10,000 部が市内全児童生徒に寄贈されました。
このマップをもとに、子どもたちは自分なりの安全
マップを作り、危
険予知能力や危険
回避力を高めてい
くことができます。
マ ッ プ 制 作 に は、
市内１３３社の企
業の協賛をいただ
きました。

　

今
回
は
、
株
式
会
社
塩
田
建
設

を「
深
ボ
リ
！
」対
応
し
て
い
た
だ

い
た
の
は
、
専
務
の
純す

み
う
ら
ば
ん
せ
い

浦
晩
成
さ

ん
で
す
！

事
業
の
概
要

　

私
た
ち
は
甑
島
で
創
業
し
て
53

年
の
総
合
工
事
会
社
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
甑
島
の
発
展
の
た
め

に
道
路
や
港
湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
治
山
な
ど
の
予
防
工
事
を

多
数
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
中
甑
島
と
下
甑
島
を
つ

な
ぐ
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
の
工
事
に

注
力
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
平
良

ト
ン
ネ
ル（
１
６
７
４
ｍ
）の
工
事

や
道
路
舗
装
工
事
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
上
輸
送
に
お
い
て
自

社
の
起き

重じ
ゅ
う

機き

船せ
ん（
ク
レ
ー
ン
船
）を

活
用
し
作
業
の
効
率
化
に
も
努
め

て
き
ま
し
た
。
現
在（
９
月
末
時

点
）は
、
仮
桟
橋
の
撤
去
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
、
舗
装
工
事
や
架

橋
上
部
工
事
が
本
格
化
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で

は
、
市
の
浦
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営

や
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
上
甑
町
に
宿
泊
施
設
を

所
有
し
て
い
ま
す
。
屋
上
か
ら
見

る
夕
日
が
と
て
も
き
れ
い
な
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
、
今
後
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
の
甑
島
に　
　

　
　
　
　
　

対
す
る
思
い

　

現
在
、
甑
島
で
は
移
定
住
を
考

え
る
都
会
の
若
者
が
就
業
体
験
に

来
た
り
、
大
勢
の
女
性
が
島
内
の

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
す
る
な

ど
可
能
性
を
感
じ
る
と
同
時
に
受

入
体
制
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
が
完
成
す
る

と
島
の
環
境
は
大
き
く
変
わ
る
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
も
大
き
な
期

待
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
甑
島
は
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
の
で
、
ど
こ
に
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
か
、

し
っ
か
り
見
極
め
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
17
回

株
式
会
社
塩
田
建
設

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　 お 茶 の 専 門 店 と し て、
リーフ茶の魅力やお茶の楽
しみ方の提案、もっと身近
にお茶を楽しめる場を皆さ
まにお届けします。農園・
工場直結の店舗兼カフェへ
ぜひお越しください。

●所在地／東郷町南瀬 606-7
　☎︎（42）4950
●営業時間／ 9:00 ～ 17:00
　　＊カフェ 10：00 ～
　　＊ラストオーダー 16：00
●定休日／木・日曜日、祝日
●駐車場／有

笹
ささ

野
の

千
ち

津
づ

子
こ

さん

お茶の専門店　「茶寮ささの」

南瀬郵便局★
茶寮ささの

〒

（株）
セン・
コン

川内川

●

267

起業者応援！

今月の起業人び と

＊ご来店の際に「広報薩摩川内を見た」と言っていただくと 12 月末まで抹茶スティック１本サービス

株
式
会
社
塩
田
建
設

里
町
里
１
９
３
０
番
地

☎
０
９
９
６
９（
３
）２
３
３
６

社員の皆さんとにこやかな笑顔の純浦専務（前列中央）
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今
回
の
担
当
は
、
西
方
地
区
の

活
性
化
を
担
当
す
る
上
野
実
さ
ん

で
す
。

■
協
力
隊
と
し
て

　

私
は
現
在
、
塩
作
り
と
空
き
家

活
用
の
２
つ
を
大
き
な
テ
ー
マ
に

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
西
方
で
行
わ
れ
て
い

た
と
い
う
塩
作
り
に
興
味
を
持
ち
、

昨
年
６
月
〜
７
月
に
姶
良
市
で
塩

作
り
を
さ
れ
て
い
る
黒く

ろ

江え

学ま
な
ぶ

さ
ん

に
、
昨
年
の
12
月
末
に
は
下
甑
町

を
訪
問
し
て
、「
こ
し
き
の
塩
」の

有あ
り

馬ま

新し
ん

悟ご

さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
分
で
も
知
識
を
深

め
、
試
行
錯
誤
し
て
、
今
年
の
10

月
に「
人
形
岩
の
塩（
受
注
生
産
）」

と
そ
の
塩
を
使
っ
た「
人
形
岩
の

塩
飴
」を
商
品
化
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
主
に
西
方
周
辺
の
お

店
に
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
写
真
の
塩
釜
は
、

友
人
と
レ
ン
ガ
を
積
ん
で
３
日
で

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

本
格
稼
働
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
空
き
家
活
用
は
、
私
が

所
有
者
の
方
と
交
渉
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
掃
除
や
改
修
を
し

て
、
移
住
や
創
業
希
望
者
へ
貸
し

出
す
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い

て
、
カ
フ
ェ
や
お
食
事
処
と
し
て

改
修
し
た｢

古こ

民み
ん

家か

・
縁え

ん｣

さ
ん

は
、
私
の
空
き
家
活
用
の
第
１
号

で
す
。

　

今
は
、
２
軒
目
の
古
民
家
を
Ｄ

Ｉ
Ｙ
を
中
心
に
手
掛
け
て
い
て
、

縁
さ
ん
と
同
じ
く
カ
フ
ェ
や
飲
食

店
と
し
て
、
来
年
10
月
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

■
休
日
な
ど
の
過
ご
し
方

　

本
が
好
き
な
の
で
、
読
書
を
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。で
も
、

ビ
ジ
ネ
ス
書
と
か
自
分
の
業
務
に

関
わ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の

で
、
明
確
に
休
日
と
言
え
る
か
ど

う
か（
笑
）

　

あ
と
は
、
サ
ッ
カ
ー
経
験
か
ら

声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
縁
も
あ

り
、フ
ッ
ト
サ
ル
を
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
あ
ま
り
行
け
て
な
い
で
す

が
。

　

で
も
、
こ
れ
だ
け
は
、
純
粋
に

休
日
の
過
ご
し
方
と
言
え
ま
す

ね
。

■
任
務
に
対
す
る
思
い

　

西
方
に
来
た
当
初
、
自
ら
や
る

と
口
に
出
し
た
こ
と
は
、
遠
回
り

に
な
っ
て
も
全
て
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
高
身
長
で
イ
ケ
メ
ン
で
あ
り
な

が
ら
、
実
は
照
れ
屋
の
上
野
さ
ん

は
、
不
器
用
な
が
ら
地
域
に
ア
ツ

い
思
い
を
持
つ
隊
員
で
し
た
。

協
力
隊
事
務
所

西
方
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

所
在
地
＝
西
方
町
３
３
１
１
番
地

（
28
）０
８
８
９

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

地域おこし協力隊活動ブログも更新中！　　http://ss-pochan.tumblr.com/地域おこし協力隊活動ブログも更新中！　　http://ss-pochan.tumblr.com/

ま
っ
す
ぐ
に
! !

自
分
の
思
い
で

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
東
京
都
出
身
の
22
歳

・�

中
学
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
で
、

高
校
時
代
に
は
キ
ャ
プ
テ
ン
も
務

め
た
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
一

面
も
。

広
報
担
当
者
か
ら

広
報
担
当
者
か
ら

「人形岩の塩飴」380 円（税込み）
道の駅阿久根／山桜桃（川内高城温泉）／湯田ん蔵／
古民家・縁／坂元つけあげ店／ NISHIKATA-room ／
ミチヨ食堂／モンパスタンで販売しています。

お食事処として、古民家が美しく生まれ変
わった「古民家・縁」の店内と女将さんの石

いし

原
はら

美
み

起
き

子
こ

さん

上
う え

野
の

 実
みのる

Vol.19

2019.11.10 広報 薩摩川内

　男女６人の桜花中
学陸上部は、才能な
し、 ラ イ バ ル な し、
コーチなし、サッカー
部にグラウンドを奪
われて存在感のない
部活だったのですが、
運命の動画がきっか
けで、グングン強く
なる、爆笑！感動！
の読み物です。

　５人の登場人物は 10 年前
の自分が未来の自分に宛てて
書いた手紙を読むことを通し
て、いつの間にか忘れてし
まった自分の夢や抱いていた
希望に気付き、新たな人生の
一歩を踏み出します。
　人生はいつでも何度でもや
り直せると勇気を与えてくれ
る一冊です。

株式会社タイムカプセル社　
著／喜

き
多
た

川
がわ

泰
やすし

　参観日に「自分の
いいところ」を発表
することになったの
に、見つけられず泣
きそうになるそうた
くん。先生が見つけ
てくれた「いいとこ
ろ」とは？みんなも
自分の「いいところ」
を見つけてみましょ
う。

絵 本

絵 本

ぼくはなきました　
作／くすのきしげのり　絵／石

いし
井
い

聖
きよ

岳
たか

利用者おすすめの本

1 日 350g を手軽においしく !
野菜のとり方早わかり
発行 / 女子栄養大学出版部

　健康診断で野菜不足を指摘され、野菜
を食べる方法を考えていたときに出合っ
た一冊です。野菜を１日３５０ｇ摂取す
るのは難しいと思いましたが、外食や市
販の総菜でも野菜を摂取するコツ、手軽
にできる野菜を使ったおかずの調理法、
冷凍野菜やカット野菜の活用法などが紹
介されていて、だんだん野菜を食べるよ
うになりました。次回の健康診断が楽し
みです。

■「図書館教養講座」　11/16（土）13:30 ～ 15:00　
　「かごんまお天気百話」から読み解く防災力とは　～川内川あらしの可能性～
　＊講師／気象予報士　今村聡氏　
　＊申込方法／電話

■「薩摩せんだい図書館フェスタ」　12/1（日）9:00 ～ 16:00
　 本のリサイクル市、読書グループ活動紹介ポスター展示、映画上映、移動図書館車

展示、おはなし会、小学生ビブリオバトルなど

■「１６ミリ映画をたのしむつどい」　12/1（日）9:30 ～ 10:30　
　「竹取物語」、「お母さんのアルバム」上映予定

中央図書館 ☎︎ 0996（22）3542
樋脇分館 ☎︎ 0996（38）0009
入来分館 ☎︎ 0996（44）5311
東郷分館 ☎︎ 0996（42）0053
祁答院分館 ☎︎ 0996（21）8755
里分館 ☎︎ 09969（3）2958
上甑分館 ☎︎ 09969（2）0001
下甑分館 ☎︎ 09969（7）0311
鹿島分館 ☎︎ 09969（4）2211

新着本

中央図書館からのお知らせ

おすすめ本

全国ローカル路線バス
ベストルート１００
著／風来堂

罪の轍
著／奥田英朗

作務衣、甚平、はんてん、
かっぽう着　和のふだん着
著／ブティック社

望みがかなう
魔法の日記
著／本田有明

ガンピーさんのサイ
作／ジョン・バーニンガム
訳／谷川俊太郎

ユーチュー部 !! ユーチューブ参考に
して練習したらポンコツ陸上部が全員
覚醒したwww 著／山

やま
田
だ

明
あきら

だまされた !「だましのプロ」の心理
戦術を見抜く本

著／多
た

田
だ

文
ふみ

明
あき

　振り込め詐欺や勧
誘、 悪 質 商 法 など
は、方法を変えなが
ら巧妙になり被害は
後を絶ちません。詐
欺師たちのさまざま
な手口や心理術、だ
まされる側の心理状
態、だまされないた
めのガードテクニッ
クを紹介します。

行こうよ！図書館へ

問　合　先
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…問合先・申込先　☎️…電話番号　 …内線　  …FAX　 �…メールアドレス

川
内
港
に
ぎ
わ
い
祭
り
・　

薩
摩
川
内
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア

時
／
11
月
23
日（
土
）10
時
～
15
時

所
／
川
内
港
タ
ー
ミ
ナ
ル（
高
速
船

甑
島
発
着
所
付
近
）

内
容
／

▼ 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト（
和
太
鼓
演

奏
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
バ
ン

ド
演
奏
な
ど
）

▼ 

季
節
の
特
産
品
、
焼
き
そ
ば
、
う

ど
ん
、
カ
レ
ー
な
ど
の
販
売

▼
高
速
船
甑
島
の
船
内
見
学

▼ 

川
内
港
・
税
関
・
国
際
交
流
活
動

の
紹
介
な
ど

＊ 

荒
天
な
ど
に
よ
り
内
容
が
変
更
・

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
庁
交
通
貿
易
課
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ

（

４
３
９
１
）

中
央
公
民
館
ま
つ
り　

時
／
11
月
24
日（
日
）９
時
～
16
時

所
／
中
央
公
民
館

内
容
／「
人
生
１
０
０
年
、
延
ば
そ

う
健
康
寿
命
、
楽
し
く
学
ん
で
元
気

度
ア
ッ
プ
」が
テ
ー
マ
の
発
表
会

▼ 

舞
台
発
表
＝
大
正
琴
、民
謡
、コ
ー

ラ
ス
、
寸
劇
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

▼ 

作
品
展
示
＝
絵
画
、書
道
、ち
ぎ
り

絵
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
洋
裁
な
ど

▼ 

特
別
展
示
＝
75
歳
以
上
の
学
級
生

の
作
品「
健
や
か
青
春
展
」

▼ 

体
験
＝
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
、
七
宝

焼
、
お
茶
席

▼
食
べ
物
＝
う
ど
ん
、
ま
ぜ
ご
飯

＊
入
場
無
料

＊ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
な

る
べ
く
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
課
社
会
教
育
Ｇ（
中
央

公
民
館
内
）

☎（
22
）７
２
５
１

寺
山
秋
ま
つ
り

時
／
11
月
24
日（
日
）10
時
～
16
時

所
／
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
、
寺
山
い
こ

い
の
広
場

内
容
／

▼
日
食
メ
ガ
ネ
工
作

▼
科
学
実
験

▼
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

▼
ど
ん
ぐ
り
釣
り
・
射
的
ゲ
ー
ム

▼
太
陽
観
察（
晴
天
時
の
み
）

▼
秋
か
ら
冬
の
星
空
観
察

＊
夜
・
晴
天
時
、
希
望
者
の
み

▼
館
内
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

＊ 

中
学
生
以
下
を
対
象
に
先
着
１
５

０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

先
着
１
０
０
人
に
花
の
苗
プ
レ
ゼ

ン
ト

入
館
料
／

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

☎ （
31
）４
４
７
７

歴
史
講
座　

史
跡
巡
り　
　

戦
国
島
津
の
旅

時
／
12
月
８
日（
日
）13
時
～
16
時
30

分所
／
川
内
歴
史
資
料
館　

講
師
／
川
内
歴
史
資
料
館
学
芸
員　

吉よ
し
も
と
あ
き
ひ
ろ

本
明
弘
氏

内
容
／
市
内
に
点
在
す
る
戦
国
島
津

氏
の
関
連
地
を
バ
ス
で
巡
る
旅

対
象
／
ど
な
た
で
も
可

準
備
す
る
物
／
活
動
で
き
る
服
装
、

筆
記
用
具
、
飲
み
物

定
員
／
先
着
20
人

＊
受
講
無
料

申
込
期
間
／
11
月
22
日（
金
）～
12
月

６
日（
金
）

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

☎（
20
）２
３
４
４

令
和
２
年
度　
　
　
　
　

 

認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認
定
）・

私
立
幼
稚
園
の
入
園
希
望
者

　

入
園
希
望
の
方
は
、
直
接
各
園
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
園
願
書
な

ど
も
各
園
で
配
布
し
ま
す
。

＊ 

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
と
保

育
所
の
機
能
や
特
徴
を
併
せ
持
っ

た
、
地
域
の
子
育
て
支
援
も
行
う

施
設
で
す
。

左
記
の
各
園

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
Ｇ（

２
３
６
２
）

令
和
２
年
度　
　
　
　
　
　

保
育
施
設（
２
号
・
３
号
認

定
）の
入
園
希
望
者

入
園
資
格
／
家
庭
内
で
十
分
な
保
育

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
乳
幼
児

＊
入
園
資
格
の
あ
る
満
３
歳
以
上
の

　

 

児
童
を「
２
号
認
定
子
ど
も
」、
満

３
歳
未
満
を「
３
号
認
定
子
ど
も
」

と
い
い
ま
す
。

申
込
締
切
／
11
月
29
日（
金
）

▼
午
前
＝
８
時
30
分
～
12
時

▼
午
後
＝
13
時
～
17
時
15
分

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く（
た

　

 

だ
し
、
11
月
17
日（
日
）は
９
時
～

17
時
に
本
庁
１
階
１
０
１
会
議
室

で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
）

申
込
方
法
／
本
庁
２
階
子
育
て
支
援

課
、
各
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
申

し
込
み

＊ 

障
害
児
保
育
は
、
障
害
の
特
性
や

程
度
、
保
育
士
の
配
置
な
ど
の
確

認
が
必
要
な
た
め
、
各
園
で
ご
相

談
の
上
、
市
役
所
本
庁
・
各
支
所

で
受
け
付
け
ま
す
。

＊ 

選
考
は
、
保
育
の
必
要
性
の
高
い

方
か
ら
選
考
基
準
に
基
づ
き
、
決

　
 

定
し
ま
す
。
申
し
込
み
順
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

本
庁
子
育
て
支
援
課（

２
３
６

２
・
２
３
６
３
）ま
た
は
各
支
所

情
報
掲
示
板

見
逃
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
・

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

イ
ベ
ン
ト

募
集

SATSUMASENDAI INFORMATION
認可保育園

保育園名 所在地 電話番号 定員（人） 開所時間
川内隣保館保育園 白和町 （23）4798 120

７:00 ～ 19:00

隈之城保育園 隈之城町 （22）3619 120
永利保育園 百次町 （22）5620 90
水引保育園 水引町 （26）2124 60
清涼保育園 小倉町 （22）2461 70
西風園 西方町 （28）0049 20
あさひ保育園 中村町 （29）2714 50
高城保育園 高城町 （30）2920 70
育英保育園 中郷四丁目 （22）3467 120
平佐保育園 平佐町 （23）2552 120
青山保育園 青山町 （25）3324 90
清水丘保育園 宮里町 （25）4522 90
勝目保育園 勝目町 （20）2243 120
共同保育所ひまわり園 中郷町 （25）1528 80
さとのもり保育園 永利町 （20）8151 60
永照寺保育園 樋脇町市比野 （38）0448 30 ７:00 ～ 18:30
大村保育園 祁答院町下手 （55）0126 30 ７:00 ～ 19:00

認定こども園（２号・３号認定）
認定こども園名 所在地 電話番号 定員（人） 開所時間

せんだい幼稚園 平佐町 （20）1280 70

７:00 ～ 19:00

青山幼稚園 青山町 （20）0775 60
のぞみ幼稚園 大小路町 （22）3744 70
鹿児島純心女子大学
附属純心幼稚園 隈之城町 （23）6168 70

川内すわこども園 御陵下町 （22）2764 165
りぼんこども園 天辰町 （24）8181 70
みくにキッズ保育園 御陵下町 （22）3974 90
高江こども園 高江町 （27）2225 55
川内すわこども園SECOND 中郷三丁目 （22）2764 85
川内こども園 田崎町 （44）2391 60
すわこども園 樋脇町市比野 （38）1193 80
善福寺こども園 樋脇町塔之原 （37）2103 60
びぼあ 入来町副田 （44）4381 80 ７:00 ～ 19:30
入来こども園 入来町浦之名 （44）2391 40

７:00 ～ 19:00若あゆこども園 東郷町斧渕 （42）1106 80
なかよしこども園 祁答院町藺牟田 （56）0033 50

地域型保育施設（小規模保育事業・事業所内保育事業所）
保育施設名 所在地 電話番号 定員（人） 開所時間

大王児園 大王町 （22）3857 19

７:00 ～ 19:00

チャイルドルーム・マミィ 原田町 （29）3288 15
さくらんぼ保育園 中郷四丁目 （22）0377 19
静薫保育園 平佐町 （20）1123 19
中郷保育園 中郷四丁目 （20）7288 12
のびのびっこ保育園 中郷四丁目 （22）8096 19
せんだい中央保育園 平佐一丁目 （23）5700 12
★ちゅうりっぷ園（事業所内
保育） 永利町 （20）5770 15

★大樟保育園（事業所内保育） 御陵下町 （22）3974 9 ７:30 ～ 19:00
＊�認可保育園・認定こども園・地域型保育施設の区分および定員は、令和元年 10月１日現在です。変更になる場合があ
ります。
＊地域型保育施設は、０歳児から２歳児までの入所施設となります。
＊大樟保育園の地域枠は、1歳児からの受入になります。
＊�へき地保育所（里保育園・下甑保育園）については、申込方法などが異なりますので、里支所・下甑支所に直接問い合わ
せください。
＊★の定員は、地域枠（一般）の定員です。

  園　　　　名 所　在　地 電話番号 願書受付開始日

認
定
こ
ど
も
園（
１
号
認
定
）

せんだい幼稚園 平佐町 （20）1280

11/1（金）

青山幼稚園 青山町 （20）0775
のぞみ幼稚園 大小路町 （22）3744
鹿児島純心女子大学附属純心幼稚園 隈之城町 （23）6168
川内すわこども園 御陵下町 （22）2764
りぼんこども園 天辰町 （24）8181
みくにキッズ保育園 御陵下町 （22）3974
高江こども園 高江町 （27）2225
川内すわこども園SECOND 中郷三丁目 （22）2764
川内こども園 田崎町 （44）2391
すわこども園 樋脇町市比野 （38）1193
善福寺こども園 樋脇町塔之原 （37）2103
びぼあ 入来町副田 （44）4381
入来こども園 入来町浦之名 （44）2391
若あゆこども園 東郷町斧渕 （42）1106
なかよしこども園 祁答院町藺牟田 （56）0033

私立
幼稚園

みくに幼稚園 御陵下町 （22）3974
川内聖母幼稚園 若松町 （22）3877

＊認定こども園・私立幼稚園の区分は、令和元年 10月１日現在です。
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